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平成２８年６月１７日発行 

大阪府支援教育研究会 

会長  松本 啓史 

（泉大津市立戎小学校長） 

ホームページで

お知らせが 

ある場合があり

ます 

大支援研ニュース 

特別支援教育 

 

ニュースや本会活動への問い合わせ・ご意見は、Mailにて件名に「大支援研問合せ」など「大支援研」を入れてください。 

    

アドレスをテキストで載せるとスパムメールが多数届いてしまうので、画像で張り付けてあります。 

お手数ですが、手入力でお願いします。 

 

◇平成２８年度の役員総会予定 

役員総会 （役員の方はご予定願います。）  

第２回  日 時 ： 平成２８年９月２０日（火） 午後３時～５時  ：   たかつガーデン  

第３回  日 時 ： 平成２８年１月１７日（火） 午後３時～５時  ：   たかつガーデン  

 

大阪府支援教育研究会定例総会  

平成28年5月19日（木） 大阪府支援教育研究会 定例総会がたかつガーデンにて行なわれました。 

議長は茨木市立庄栄小学校の向井校長先生が選出され、議事は平成27年度事業報告、収支決算報告、会計監

査報告、規約改正の報告がされ、拍手で承認されました。 

 規約改正では支部に大阪市支部が加わり、大阪市内の支援学校の教師も会員となりました。（大阪市内の

小中学校は除きます。） 

平成28年度役員選出について、今川会長から役員選出経過報告があり、承認後、新役員就任あいさつがあ

りました。一部を紹介しますと、今年度の新会長は泉大津市立戎小学校の松本啓史校長先生、副会長は四條

畷市立田原小学校の磯部淳子校長先生と大阪府立箕面支援学校の大角正弘校長先生です。また、本部書記は

大阪府立北視覚支援学校の帆足光正先生が加わり7名になりました。議事は平成28年度事業計画（案）、予

算（案）と続き、全て拍手にて承認されました。すべての議事終了後、情報提供として大阪府教育庁教育振

興室支援教育課支援学級グループ主任指導主事の小島博之様より、「大阪府の支援教育におけるの現状と課

題について」というテーマで、講演をいただきました。 
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   2016年度大支援研研究部ICT活用プロジェクト夏期講座（１次案内添付） 

１．テーマ  ９月から使える支援教育での ICT 活用 

２．日  時  ８月１８日（木）、１９日（金）（予定：9:30～16:30） 

３．会  場   大阪府立箕面支援学校 〒562-0035 箕面市船場東 3 丁目 15 番１号 

４．参加費   無 料 （ただし、制作講座など材料費等が必要な講座があります。） 

５．講  座  午前開催講座、午後開催講座、１日講座、２日講座があります。 

  ＜内 容＞ 

・ICT の活用に関する講演・支援機器製作講座・自作ソフト製作講座 

・支援教材活用講座（iPad 活用等）・教材作り講座（パワーポイント、ワード等） 

６．事務局   大阪府支援教育研究会 書記（研究部担当）平峰厚正 

泉南郡熊取町立南小学校 

問い合わせ e-mail  ict2016@daishienken.visithp.com 

  

 夏 季 研 修 会  (二次案内添付) 

(1)  日 時  平成２８年 (２０１６年)８月１日（月）午後２時～４時３０分（１時４０分受付開始） 

（一次案内と開始時刻が異なっております） 

(2)  場 所  グランキューブ大阪（大阪府立国際会議場） １０Ｆ １００４－０７ 

(3)  内 容 「コグトレ～認知機能強化トレーニングの体験と認知作業トレーニング・ワークショップ」 

          講 師    宮 口 幸 治 氏 

立命館大学 産業社会学部・大学院応用人間科学研究科 教授 

         元法務省宮川医療少年院法務技官、児童精神科医、医学博士、臨床心理士 

(4)  申し込み・参加される方へのお願い      定員は １０２名です 

    今回の研修は、大支援研加盟校の教職員および個人会員の方に限定させていただきます。 

       加盟校…大阪府内（大阪市を除く）の支援学級のある小・中学校 

           大阪府立支援学校、大阪府内の市立特別支援学校 

       各校５名以内の参加に限定させていただきます。 

(5)  当日 参加していただくにあたってのお願い 

       「参加確認証」をご持参ください。運動しやすい服装でお越しください。 

       新聞紙 ２０枚（大きく開いて１枚、朝刊２－３日分）をご持参ください。 

       体験・ワークショップは、開始～終了までプログラムに沿って行いますので、 

       遅刻して参加されることのないようにお願いいたします。 

       開始３０分後の午後２時３０分以降の入場は不可とします。 

(6)  申し込み期間   平成２８年 ６月 ２１日（火） ～ ７月２０日（水）  

                 ただし、定員に達し次第、受付を締め切ります。 

(7)  申し込み方法    大支援研のＨＰから、申し込みお願いします。 

mailto:ict2016@daishienken.visithp.com
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平成２８年度 施設見学研修会 案内添付  

１．日時    平成２８年８月２３日（火） ①１０：００～１１：３０ ②１３：３０～１５：００  

２．見学先   「株式会社かんでんエルハート」 大阪市住之江区泉１－１－１１０－５８   

３．集合場所  地下鉄四つ橋線「住之江公園」駅 ２番出口  ①９：３０集合 ②１３：００集合  

４．内容    １）概要説明  ２）見学  ３) 質疑応答 など  

５．定員    ①、②とも４０名（合計８０名、大支援研行事部員を含む）  

＊大阪府立支援学校及び大阪府下（大阪市を除く）小・中学校等の職員を対象とします。  

＊定員を超えた場合は、主催者で抽選させていただきますが、より多くの学校（支援学校の場合は、

学部）から参加していただけますよう、複数名の申し込みのあった学校から、まず、人数を減らさせ

ていただきます。  

６．参加費   無料     ７．申し込み  ７月２２日(金)締め切り（厳守）  

＊下記申し込み先まで、以下の内容を明記の上、メールにてお申し込みください。  

１）氏名              ２）所属（支援学校は学部も明記）   

３）連絡先（当日連絡可能な連絡先） ４）希望時間帯（①または②）  

＊参加の可否は、７月２９日（金）までに連絡させていただきます。   

８．申し込み先 大阪府立和泉支援学校（小学部）  有山 暁雄（行事部書記）  

＊問い合わせはe-mailにてお願いします。 e-mail：T-AriyamaA@medu.pref.osaka.jp 

          なお、件名は「大支援研 施設見学研修会 問い合わせ」でお願します。  

 
 研究部 新規プロジェクトについて 2016年 6月 9日     研究部 書記 平峰厚正 

研究部では、今年度、新規プロジェクトを立ち上げようと準備を進めております。（仮称）「インクルーシブ教育プロジェクト」

です。「障害を理由とする差別の解消を推進し、もって全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人

格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資すること」を目的に、平成 25 年 6 月、「障害を理由とする差別の解消の推

進に関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が制定され、平成 28 年 4 月 1 日から施行されることとなりました。この法

律が施行される前から、各学校では個別の教育的ニーズが必要な児童・生徒の支援・指導を積み重ねてこられ、各校で支援・指

導の具体的方法等、事例をお持ちのことと思います。 

大阪府支援教育研究会は、大阪府内で支援学校・支援学級を設置する学校及び各種教育機関の教職員、その他、本会の趣旨に

賛同するものを以て組織されています。新規プロジェクト「（仮称）インクルーシブ教育プロジェクト」は、この研究会の組織

の広がり生かし、各学校がこれまでに取り組まれてきた合理的配慮等の情報の交換、事例の発表、実技研修会の実施等を考えて

います。新規プロジェクトの事務局員の募集を行いますので、活動にご協力、ご賛同いただける方は、下記の連絡先にメールで

お申し込みください。よろしくお願いします。 

１ 新規プロジェクト事務局の申込み先 申込み、及び、問い合わせ先のメールアドレス 

e-mail  ict2016@daishienken.visithp.com  大阪府支援教育研究会（大支援研） 研究部 書記 

   泉南郡熊取町立南小学校   事務局 平峰厚正（ヒラミネ アツマサ） 

２ 活動内容（予定） ①ネットワークの構築、事例の収集 ②事例発表会の企画と運営 

③講演会や実技研修会の企画と運営 ④教材作成・交流会の企画と運営 ⑤専門家との相談会の企画と運営 ⑥年度のまと

めの作成、次年度の活動の反省 

※事務局員の中で相談し、大支援研本部役員の方々からご助言やご指導を頂きながら、具体的な活動内容や活動の方向性を

決めていきたいと思っています。※２ヶ月に１回ほど、事務局の打ち合わせを予定しております。 

※インクルーシブ教育に関わる他の研究会の紹介や連携を図りたいと思っています。 

mailto:T-AriyamaA@medu.pref.osaka.jp
mailto:ict2016@daishienken.visithp.com

